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 小学校 2，4，6年生の男女，計 93名にソフトボール投げを行わせ，各学年で投距離の大













































体幹直立型），4 年生では 2 つ（標準動作類似型，逸脱型），6 年生では 3 つ（標準動作
類似型，肩外転逸脱型，肩水平内転逸脱型）の群に分けられた． 
























2．小学校 2，4，6 年生（計 302名）の投動作は，関節角度の動作逸脱度に着目してクラス
ター分析すると，各学年で標準動作類似型を含む 2～4 群に分類でき，動作逸脱度が最
も小さい群，すなわち標準動作類型では投距離が有意に大きかった． 
3．6 年生男女を対象として標準動作モデルを用いた投の技術練習後には，男女とも投距離
とボール初速度が増加し，モデルに類似した動作に変化した． 
4．小学生の投動作の標準動作モデルを提示して，画像遅延表示装置で各自の動作を確認さ
せるという指導法は，目標とすべき動作を視覚的に示すことができ，小学生の投動作の
改善や投能力の向上に有効であると考えられる． 
 
